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住所変更ほか、発送についてのお問い合わせは、
封筒記載の連絡先へお願いします。

九州大学広報室
TEL:092-802-2l30
E-mail:koho@jimu.kyushu-u.ac.jp 

九州大学同窓会連合会
TEL:092-802-2l58
E-mail:sycdo-rengo@jimu.kyushu-u.ac.jp 

九州大学学生後援会
TEL:092-802-5968
E-mail:gaggkouenkai@jimu.kyushu-u.ac.jp
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九州大学 特別サイト「先生の森」から
個性豊かな先生たちをご紹介！ 九大の視点から３人の先生に令和についてのお話を伺いました。九大の視点から３人の先生に令和についてのお話を伺いました。

「令和」を語る。先生編［ 特集2 ］
九州大学 特別サイト「先生の森」から九州大学 特別サイト「先生の森」から九州大学 特別サイト「先生の森」から

先生編先生編［ 特集2特集2 ］先生編先生編特集2 ］［ 特集2特集2 先生編特集2 ］

九州大学発の研究成果を一部ご紹介します。
研究編［ 特集1 ］

改元
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19KYUDAI Topics

23九州大学基金 34

さまざまな話題をご紹介／受賞のお知らせ

11躍 動 女子バレーボール部

27同窓会だより

29Museum Report

記者会見レポート ●「君は九州から政治を変えたいか？」九大生が企画
●SDGsデザインコンテスト 世界の学生から募集
●ネーミングライツ、体育館や学生サロン等に募集拡大
●“空飛ぶ車”や“電動航空機”の開発へ！！

30Information

九大生の
新たなる
歩 　 み

九大生の新たなる歩み

未来を担う4769名が新たな一歩を踏み出す

総勢5119名の希望に満ちた九大生・院生が誕生

［特集1］ 研究編
［特集2］ 先生編

「令和」を語る。

平成30年度 学位記授与式
平成31年度 入学式

13世界から九大へ
九大から世界へ

　伊都キャンパスのイースト・ゾーンに位置し、国内
最大規模の図書館として2018年に全面開館した九
州大学中央図書館。そんな学内の学習・教育・研究
活動を支える知の拠点に、こちらも2018年にスター
トした共創学部の学生及び留学生が集まってくれま
した。
　共創学部は、複雑で多様な地球規模の課題に直
面する中で、文系・理系といった既存の学問分野の
枠を超え、得られた学知を組み合わせるとともに、
高度なコミュニケーション能力を身に着けて人類
的課題を解決することのできる新たな人材を育成
するために設置されました。
　新たな環境で日々学ぶ学生たちの爽やかな笑顔
は、開放感あふれる真新しい空間によく映え、彼ら
の「明るい未来」を象徴しているかのようです。

新時代を迎えて。

　
2
0
1
9
年
3
月
20
日（
水
）、伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
の

椎
木
講
堂
に
お
い
て
、平
成
30
年
度
学
位
記
授
与
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
九
大
フ
ィ
ルハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
祝
賀

演
奏
の
後
に
始
ま
っ
た
学
士
学
位
記
授
与
式
で
は
、久

保
総
長
か
ら
11
の
学
部
お
よ
び
21
世
紀
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

総
代
に
そ
れ
ぞ
れ
学
位
記
が
授
与
さ
れ
、2
，5
3
8

名
が
卒
業
し
ま
し
た
。

　
久
保
総
長
は
告
辞
で
、「
本
学
の
卒
業
生
と
し
て
、

誇
り
と
夢
を
持
っ
て
今
後
の
未
来
を
切
り
開
き
、グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
を
力
強
く
牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

大
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。」と
は
な
む
け
の

言
葉
を
贈
り
、卒
業
生
を
代
表
し
て
、文
学
部
の
桑
原

妃
美
子
さ
ん
が「
社
会
が
抱
え
る
多
く
の
課
題
の
中

で
、ど
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
って
も
、問
題
の
本
質
を

見
極
め
る
と
と
も
に
、理
想
的
な
状
態
と
は
何
で
あ
る

の
か
、ひ
と
り
ひ
と
り
が
模
索
し
社
会
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
が
卒
業
生
と
な
る
私
た
ち
の
使
命
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。」と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、午
後
か
ら
は
大
学
院
の
学
位
記
授
与
式
を

開
催
し
、修
士
学
位
記
、専
門
職
学
位
記
、博
士
学

位
記
が
各
総
代
に
授
与
さ
れ
、2
，2
3
1
名
が
大

学
院
を
修
了
し
ま
し
た
。久
保
総
長
は
告
示
に
お
い

て
、「
大
学
院
時
代
に
培
っ
た
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮

し
て
、様
々
な
社
会
の
課
題
に
果
敢
に
挑
戦
し
、未
来

を
切
り
開
く
若
者
と
し
て
世
界
で
飛
躍
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。」と
は
な
む
け
の
言
葉

を
贈
り
、修
了
生
を
代
表
し
て
、法
学
府
の
石
田
侑

矢
さ
ん
が「
先
人
た
ち
、そ
し
て
子
々
孫
々
に
恥
じ
ぬ

世
界
を
形
成
し
、そ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、こ
の
伝
統
あ
る
九
州
大
学
で
学
位

を
取
得
し
た
こ
と
の
矜
持
を
持
ち
、こ
れ
か
ら
も
一
層

精
進
す
る
所
存
で
す
。」と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
4
月
3
日（
水
）、伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス

の
椎
木
講
堂
に
お
い
て
平
成
31
年
度
入
学
式
を
挙

行
し
、12
学
部
の
2
，6
3
8
名
が
新
た
に
九
大
生

と
な
り
ま
し
た
。

　
九
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
祝

賀
演
奏
の
後
に
始
ま
っ
た
入
学
式
で
は
、久
保
総
長

が
新
入
生
に
向
け
て
、〝
広
い
学
問
へ
の
興
味
〞、〝
国

際
的
視
野
と
活
動
〞、〝
政
治
へ
の
関
心
〞の
三
つ
の

重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
、「
四
つ
のC

、Challenge

、
C
hange

、Creation

、Collaboration

の
精
神
で

新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。」と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、新
入
生
総
代
の
大
塚
千
聖
さ
ん（
教
育

学
部
）が
、「
私
達
は
本
学
教
育
の
趣
旨
を
体
し
て
、

自
立
の
精
神
を
重
ん
じ
、学
術
を
極
め
る
と
と
も
に
、

自
ら
人
格
の
陶
冶
に
努
め
、社
会
の
期
待
に
沿
う
こ

と
を
誓
い
ま
す
」と
誓
詞
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、来
賓
と
し
て
、東
京
同
窓
会
会
長
で
、元
最

高
裁
判
所
判
事
　
櫻
井
龍
子
氏
か
ら
、大
学
時
代

は「
社
会
や
人
間
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
重
ね

な
が
ら
、自
分
は
何
者
で
あ
る
の
か
、何
者
に
な
り
た

い
の
か
と
い
う
設
問
に
対
す
る
答
え
が
次
第
に
頭
の

中
で
形
作
ら
れ
て
い
き
、や
が
て
確
信
を
持
っ
て
生
き

て
い
け
る
よ
う
な
自
分
、自
己
を
確
立
で
き
る
道
に

つ
な
が
っ
て
い
く
」た
め
の
大
切
な「
助
走
」を
行
う
期

間
で
あ
る
と
の
お
言
葉
と
と
も
に
、「
こ
れ
か
ら
の
日

本
を
背
負
っ
て
い
く
の
は
自
分
た
ち
だ
と
い
う
自
覚

を
強
く
持
ち
、確
信
を
も
っ
て
社
会
で
活
躍
で
き
る

人
間
に
な
る
た
め
の
助
走
を
、今
日
か
ら
し
っ
か
り
と

始
め
て
いっ
て
く
だ
さ
い
。」と
新
入
生
を
激
励
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
同
日
午
前
に
行
わ
れ
た
大
学
院
の
入
学
式
で

は
、修
士
課
程
1
，7
8
6
名
、博
士（
後
期
）課
程

5
5
4
名
、専
門
職
学
位
課
程
1
4
1
名
、合
計

2
，4
8
1
名
が
入
学
し
ま
し
た
。総
代
と
し
て
博

士（
後
期
）課
程
の
小
園
栄
作
さ
ん（
法
務
学
府
）が

誓
詞
を
朗
読
し
ま
し
た
。

九大生の
新 たなる
歩 　 み

平
成
30
年
度

学
位
記
授
与
式
を
挙
行

平
成
31
年
度 

入
学
式
を
挙
行
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◎お読みになってのご感想やご意見をお待
ちしています。
◎本誌記事を転載する場合は、事前に九州大
学広報室までご連絡願います。
◎「九大広報」は九州大学Webサイトでもお
読みいただくことができます。
◎次号は、2019年10月発行予定です。

Close Up!九大

留学生体験記
世界のキャンパス

「森本桂コレクションとゾウムシ学」

九大
コラム
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行っています。
　「思い通りに作物を育てる」これはほ
ぼ全ての生産者が想い描く理想の姿。
その実現のため、植物にとって良い環境
を創り出す研究が日夜行われてきまし
た。しかし、植物自身の特性や個性（生
理情報）も大きく関係してくるため、周
辺環境を整えるだけで「思い通りに作物
を育てる」ことはとても困難です。
　そこで環境情報だけではなく、植物
の生理情報を「見える化」できればもっ
と理想に近づけるのでは？というのが安
武准教授のプロジェクトです。光合成や
果実への栄養の流入といった生産者が
喉から手が出るほど欲しい情報を、最
新のセンシング技術・解析技術・人工知
能（AI）を使って「見える化」。収穫量
アップや省エネ化など、農業が抱える
課題をスマートに解決できる可能性を
持っています！
　そんな新たな試みに挑戦し続けてい
る安武准教授は、九大を目指す人たち
に向け「新しいモノを生み出すのに大事
なのは“合理と情熱”。合理的な知識・技
術は大学で学べます。そして最も大事な
のは皆さんの情熱です！」と語ります。

富士通との共同プロジェクトのために設置された「九大スマートハウス SACITO」（サーキット）

「見える化」のためのセンシングの様子

篠栗農場に広がるブドウ畑

大きく実ったBKシードレス

BKシードレスの大ぶりな実
を使ったレーズン

九大生まれの新品種
ブドウ！ 始めました。

　BKシードレスは大粒の種子なしブド
ウで、極上の食味と食感を持つことが
特徴です。九州大学の研究グループの
指導のもと、2011年からブドウ生産者
による現地試験栽培が始まり、2013年
からは協力農家が本格的に出荷を開
始。BKシードレスの高品質果実はブラ
ンド名「みつしずく」として福岡市内の百
貨店で販売されています。
　「今後も、もっと多くの方に味わって
いただけるように取り組んでいきたい」
と語る酒井准教授。皆さんも、酒井准教
授の熱い思いがこもった、とっても甘い
BKシードレスの味わいを、ぜひ楽しんで
みてください。

　九州大学農学部附属農場での長年の
研究により育成されたブドウの新品種
「BKシードレス」は、2011年に農林水
産省に品種登録されました。
　研究は1990年、当時、附属農場で研
究を行っていた若菜先生と比良松先生
により、マスカットベーリーAと巨峰との
交配からスタート。酒井かおり准教授
は、優れた性質をもつBKシードレスを
「どうにか世の中に送り出したい！」と
思い、農学研究院および有体物管理セ
ンターの研究者とともに、2005年から
栽培技術の確立と普及に向けた研究を

　スマート農業という言葉を、皆さんも
一度は耳にしたことがあるかもしれませ
ん。日本では現在、国を挙げてスマート
農業の実現へ向けた取り組みが行われ

九州大学
大学院農学研究院

安武 大輔
准教授
九州大学卒業後、高知大学
の准教授を経て、2015年に
九州大学准教授に就任。植
物生産システムにおける物
質輸送プロセスの動態評価
と最適化が主な研究テーマ。

九州大学　大学院農学研究院

酒井 かおり 准教授
九州大学大学院修了後、助教を経て2019年
に准教授に就任。農学研究院において、果
樹を中心に園芸作物の遺伝育種に関する研
究を行っている。

スマート農業！
－植物情報の「見える化」で拓く農業フロンティア－

ています。九州大学でも安武准教授ら
のグループ（北野教授・岡安准教授・尾
崎教授との共同研究）が独自のアプ
ローチでスマート農業に関する研究を

2018年秋に完成した九州大学伊都キャンパスには、様々な
学びの施設や研究設備が広がっています。
今回はそんな九州大学の”中身”にクローズアップ！
多くの研究者が進めている研究の中から目の付け所が違う
面白い研究成果をピックアップしてご紹介します。

的に活用できないかと考えこの研究を
着想しました。」と語る菅井准教授。ま
さに、逆転の発想から生まれた研究成
果です。

　アクセサリーや電子機器などにも使
われている、貴重な金属「金」。現在、
世界的に浅い地層の金が枯渇しつつあ
る中、数千メートルもの深い地下坑道
にも人が入り、落盤などの危険の中で
金が採掘されています。
　これを一変させる可能性を秘めてい
るのが、天然ガス田に生息する珍しい
微生物の存在。この菌は、その生命活
動の中で「ヨウ素」を発生させてしまう
ため、天然ガスを生産する井戸や施設
を腐食させてしまう“厄介者”とされて
いました。しかし菅井准教授は、この
「ヨウ素」が金を溶かすことに着目。こ
の菌を金鉱石と一緒に特殊な液体の
中で培養したところ、液体に溶けにく
い鉱石の中の金を全て液体中に溶解さ
せることに成功しました！これを応用す
れば、将来的には人に代わって「菌」
が「金」を採掘してくれる未来がくるか
もしれません。
　「専門の石油・天然ガス研究の過程
で、この菌の存在は知っていました。こ
の菌が生成するヨウ素はパイプライン
などを腐食させるため、厄介者扱いさ
れていますが、むしろその能力を積極

九州大学
大学院工学研究院

菅井 裕一
准教授
東北大学と秋田大学を経て、2014年に九州大学准
教授に就任。地下に棲息する微生物を利用した環
境に優しい地下資源開発手法の確立を目的とした
研究を主に進めている。

デンプンを含む培地でこの菌を
培養すると、菌の周囲が紫色
になる。菌がヨウ素を発生
させていることが分かる
（ヨウ素デンプン反応）

金鉱石のサンプル。この
中にわずかではあるが
金が含まれている

菌が金を採掘！

これまでの採掘現場

金鉱石

地表

地表

坑
道

金鉱石

菌 金

菅井准教授の研究でこうなるかも？！

人間や重機が
入れるための
広さが必要

井戸のような
液体を行き来させる
程度の孔でOK

巻頭企画
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応援よろしくお願いします！

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

部
員
同
士
の
仲
が
良
く
、
コ
ー
チ

や
監
督
も
大
学
院
生
の
先
輩
な
の
で

日
々
の
練
習
が
楽
し
い
で
す
。
ま
た
、

勝
つ
た
め
に
練
習
を
し
て
い
ま
す

が
、楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
い
る
の
で
、
み
ん
な
が

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
と
い
う
競
技
を
楽

し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
魅
力
だ
と
思

い
ま
す
。

七
大
戦
で
は
、
自
大
学
の
試
合
が
な

い
と
き
に
他
大
学
の
試
合
の
応
援
に

行
き
ま
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
遊
ぶ

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
過
去
に

は
大
阪
大
学
と
の
合
同
練
習
を
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

個
人
ご
と
に
点
を
決
め
た
と
き
の
掛
け

声
が
あ
り
、
コ
ー
ト
外
に
い
る
人
も
か

け
よ
っ
て
声
援
を
送
り
ま
す
。
個
人
の

掛
け
声
は
選
手
の
名
前
や
出
身
地
に

ち
な
ん
だ
も
の
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

今
大
会
で
４
年
生
が
引
退
な
の
で
、

集
大
成
と
な
り
ま
す
。
３
年
生
以
下

は
４
年
生
を
気
持
ち
よ
く
送
り
出
す

た
め
に
「
絶
対
に
優
勝
す
る
」
と
い

う
強
い
意
志
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
個
人
賞
が
あ

る
の
で
、
個
々
で
も
賞
を
取
る
こ
と

を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
全
勝
優
勝
で
す
！

今
年
は
福
岡
で
開
催
さ
れ
る
の
で
、

色
々
な
方
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
ま
た
七
大
戦
は
チ
ー
ム
の
一
体

感
が
い
つ
も
よ
り
感
じ
ら
れ
る
大
会

な
の
で
見
る
方
も
楽
し
い
と
思
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
応
援
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！
私
た
ち
も
２
連
覇
を
達
成

し
ま
す
！！

普
段
の
部
活
で

楽
し
い
こ
と
や
部
の
魅
力
は

何
で
す
か
。

七
大
戦
に
向
け
て
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

他
の
七
大
学
と
の
交
流
は

あ
り
ま
す
か
。

そ
れ
で
は
今
年
の
七
大
戦
で
の

目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

高
校
生
や
読
者
の
方
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

九
大
独
自
の
応
援
方
法
は

あ
り
ま
す
か
。

今、切って落とされる熱き戦いの火ぶたが
全国七大学総合体育大会
（七大戦）

2018/12/9 日 ～12/15 土

2018/12/28 金 ～2019/1/3 木

3/1 金 ～3/6 水

6/24 月 ～6/29 土

6/28 金 ～6/30 日

6/30 日

7/6 土 ・7/7 日

7/13 土 ～7/15 月

7/14 日

7/14 日

7/14 日 ・7/15 月

7/20 土 ・7/21 日 

8/3 土 ・8/4 日

8/8 木 ～8/10 土

8/10 土 ～8/15 木

8/10 土 ～8/17 土

8/13 火 ～8/17 土

8/14 水 ～8/16 金

8/14 水 ・8/17 土

8/16 金 ～8/22 木

8/17 土 ・8/18 日

8/17 土 ・8/18 日

8/22 木 ～8/25 日

8/29 木 ～8/30 金

9/2 月 ・9/3 火

9/3 火 ～9/5 木

9/3 火 ～9/5 木

9/6 金 ～9/8 日

9/7 土 ・9/8 日

9/8 日

9/10 火 ～9/12 木

9/13 金 ・9/15 日

9/16 月 ～9/20 金

● アイスホッケー
● スキー
● 航　空
● バスケットボール(男女)
● 硬式テニス(男女)
● 少林寺拳法
● 柔　道
● 女子ラクロス
● 空手(男女)
● 剣道(男女)
● ヨット
● 競泳(男女)
● 陸上競技(男女)
● 準硬式野球
● バドミントン(男女)
● 陸上ホッケー
● バレーボール(男女)
● 硬式野球
● 応援団(演舞会)
● ハンドボール
● 水　球
● フェンシング
● 弓道(男女)
● ゴルフ
● アーチェリー
● ソフトテニス(男女)
● 男子ラクロス
● 体　操
● 馬　術
● 相　撲
● 硬式ソフトボール
● 自動車
● 卓球(男女)

取
材
協
力
　
3
年 

岡
林 

美
宇
さ
ん

Focus

Data
◎
◎

◎

：17名
：総合体育館サブアリーナ・
  小体育館
：火・木・土

部 員 数
活動場所

活 動 日
◎問い合わせ先
メール
Twitter

：kyushu.univ.volley@gmail.com
：@kyudai_volley

「福岡県大学
  バレーボール女子リーグ」
４月下旬に福岡県内で2部に分かれて戦う大
会です。一部昇格を目指しています。
「九州大学春季・
  秋季バレーボール女子リーグ」
５月と10月に開催され、九州内の大学が5部に
分かれて戦います。
「全国七大学総合体育大会
  バレーボール大会」
今年の日程は8/13～8/17で、場所は福岡市
民体育館と福岡市総合体育館です。
「福岡地区6大学定期戦」
12月にある大会です。福岡地区で毎年、6チー
ム間で戦います。

試合日程

いざ行かん、戦いの地へ…。今年はいよいよ、九州大学主催の七　　  大戦が開催されます。
今回の躍動は、七大戦、そして２連覇を狙う女子バレーボール部　　  に迫ります。

Move On!

学
生
ス
タ
ッ
フ
が
取
材
・
執
筆
を
担
当
す
る
企
画「
躍
動
」。

タ
イ
ト
ル
は
取
材
に
協
力
し
た
各
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
が

書
い
て
い
ま
す
。個
性
あ
ふ
れ
る
手
書
き
文
字
に
、サ
ー
ク

ル
活
動
へ
の
熱
意
を
感
じ
ま
す
。

この記事は広報室学生スタッフが制作しました。

●名前：Qボー　●性別：オス
●誕生日：5/8
●職業：九大体育総務委員会 広報局員
●身長：1.7m　●体重：0.58t
●性格：気性が荒い
●チャームポイント：牙！触るな。危険！
●出身地：伊都　●好物：豚骨ラーメン
●座右銘：猪突猛進！　●得意技：穴掘り

第58回七大戦公式 マスコットキャラクターです！

第58回

九大生がデザインしたQボーの
LINEスタンプも好評発売中です！
https://line.me/S/sticker/7165898

陣内 未来 （教育学部2年）
坂元 渚 （農学部3年）
小野 聖文 （農学部3年）
財前 祐里香
（21世紀プログラム3年）

（左から）

Facebookページ https://www.facebook.com/KyushuUniv.Student/

11K Y U S H U  U N I V E R S I T Y  C A M P U S  M A G A Z I N E  2 0 19. 0 712 K Y U S H U  U N I V E R S I T Y  C A M P U S  M A G A Z I N E  2 0 19. 0 7



University Information

　
私
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン

大
学
で
約
１
年
間
、自
転
車
に

関
す
る
都
市
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い

て
学
ん
で
い
ま
す
。自
転
車
所

有
率
世
界
一
の
オ
ラ
ン
ダ
で
は

ど
こ
へ
行
く
に
も
み
ん
な
自
転

車
で
、自
転
車
専
用
レ
ー
ン
や

自
転
車
専
用
の
信
号
機
ま
で
も

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
研
究
の
他
に
、こ
の

留
学
で
文
理
両
方
の
視
点
か
ら

知
見
を
広
げ
た
い
と
思
い
、持

続
可
能
な
開
発
や
オ
ラ
ン
ダ
の

歴
史
・
文
化
に
関
す
る
授
業
を

受
講
し
ま
し
た
。留
学
生
は
英

語
か
オ
ラ
ン
ダ
語
で
行
わ
れ
る

様
々
な
分
野
の
授
業
を
受
講
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。授
業
の

ス
タ
イ
ル
は
レ
ク
チ
ャ
ー
だ
け

で
な
く
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
主

体
的
に
授
業
に
参
加
で
き
る
機

会
が
多
く
、世
界
で
も
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
に
英
語
能
力
が
高
い
オ
ラ

ン
ダ
人
学
生
と
の
交
流
で
語
学

も
鍛
え
ら
れ
ま
す
。  　

　
ラ
イ
デ
ン
大
学
は
オ
ラ
ン
ダ

アラー：自分の将来のために一番いい大学だと
思ったから。僕にとっては、最高に良い教育を受
けることができる大学だと思います。 九大は、日
本でトップクラスの大学の一つです。特に僕の専
門分野バイオテクノロジー（分子生物化学）の分
野ではそうです。また、九大のインターナショナル
プログラムは多岐にわたり、コースの内容を見た
だけでも他の大学と比べ大変充実しています。
ラヤ：九大では日本を英語で学べるのが魅力。
また、プログラムの内容がとても興味深く、実際
に、私の学びたいものすべてが学べると思った
からです。

アラー：自分の性格や人格形成、また趣味を広げ
勉強に集中するとてもいい機会だと思うからで
す。留学は新しい言語と文化に触れるいい機会。
僕は新しい言語と文化を学ぶことに大変興味が
あり、その言語を使う国に移り住む方が早く習得
することができると思います。
ラヤ：高校生の頃から留学したいと思っていまし
た。海外で勉強して、自分の視野を広げたい、い
ろんな文化や食べ物、人 と々出会いたいと思って
いました。特に、文学を勉強しているので、他の
世界を見ることで、より深く文学を理解すること
ができるのではないかと思います。

アラー：いつもにこやかで、何か手を貸してほし
いと頼んだ際も、いつも快く対応してくれます。
また、学生は大学の教師陣を「先生」と呼んで敬
い、礼儀正しく接しています。僕は、そんな学生の
振る舞いをとても気に入っています。また、日本語
を勉強するのも手伝ってくれます。博多弁や大阪
弁とかも教えてくれます。例えば「おらんかった」
とか「とっとーと」とか方言の意味は辞書では調
べられないでしょ？周りにサポートしてくれる人が
たくさんいてラッキーだと思います！
ラヤ：いつも大変やさしいです。困った時や必要
な時は、やさしく手を差し伸べてくれます。

アラー：研究を続けたいです。将来は何かやり遂
げることができたらと思います。説明は難しいの
ですが、僕はどんな人にも世の中を変えることが
できる機会が巡ってくると思っています。その際
に、十分な知識が身についていれば、世の中をさ
らによくすることができると思います。
ラヤ：ほかの国の文学や文化的な交流、またコ
ミュニケーションの違いといった勉強をしたいと
思います。ゆくゆくは母国に戻って、大学で日本を
はじめいろんな国との文化の違い、日本を含め
様々な国で得た知識を教え、母国といろいろな国
との架け橋になれたらいいなと思っています。

21世紀プログラム
4年

廣松 航介
（ひろまつ こうすけ）

九大を選んだ理由は？

留学のきっかけは？

九大生の印象は？

留学後の進路は？

多
様
な
文
化
が
共
生
し
、

あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
寛
容
な
オ
ラ
ン
ダ
で

充
実
し
た
時
間
を
送
っ
て
い
ま
す
。

留学情報はこちら！→ h t t p : / / w w w. i s c . k y u s h u - u . a c . j p / i n t l w e b / s t u d y

今回はパレスチナから留学中のアラーさんとラヤさんのアラハム兄妹に
九大の魅力や日々の過ごし方についてインタビューしました。

九大生が現地からレポート。海外でどんなことを学び、
どんな暮らしをしているのか。素直な言葉で語っていただきました。

留学国：オランダ
留学先：ライデン大学

　ライデン大学は1575年に創立され、今年で444
周年を迎えるオランダ最古の大学です。現在の首
相や国王を始め、アインシュタインなど著名な研究
者やノーベル賞受賞者が数多く学んでいました。
文理７つの学部を持ち、ライデンとハーグ、２箇所の
キャンパスで29,500人以上の学生が所属していま
す。また、120もの国々から留学生が集まるなど国
際色豊かなことも特徴としてあげられます。日本学
科で学ぶオランダ人学生との交流の機会も多々あ
り、オランダに関する研究に協力してもらうことも
できます。留学生向けの授業の多くは英語で行わ
れますが、オランダ語の授業を受けることも可能で
す。キャンパスへはライデンに住んでいれば自転車
で通学でき、ハーグからも鉄道で15分程です。図書
館や建物も新しく、ライデンは学生の街なので快適
に生活できます。

Q Q

Q Q

My Favorite!

日本でできる特別な体験、
それはお花見です！

お花見

おにぎりとお味噌汁づくり

日本語研修生のみんなでおにぎり
とお味噌汁の作り方を学びました。

沢山の留学生・日本人とでキャンプを
楽しみました。日本語を練習しながら世
界中に友達を作ることができました！

みんなでキャンプ

みんなで能古島へ行きました。
たくさんの種類の花を楽しむこ
とができる素敵な場所です。

能古島

最
古
の
歴
史
あ
る
大
学
と
い
う

だ
け
で
な
く
、唯
一
、日
本
学
科

が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
お

り
、長
崎
の
出
島
に
出
向
い
た

シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
博
物
館
な

ど
日
本
と
の
つ
な
が
り
が
随
所

に
見
ら
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、オ

ラ
ン
ダ
人
学
生
と
ラ
ン
ゲ
ッ
ジ

エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
を
す
る「
日
本

語
会
話
ク
ラ
ブ
」の
参
加
や
日

本
語
の
授
業
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

な
ど
で
は
、日
本
が
海
外
か
ら

ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る

か
を
客
観
的
に
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
多
様
な
文
化
が
共
生
し
、あ

ら
ゆ
る
こ
と
に
寛
容
な
オ
ラ
ン

ダ
社
会
で
の
生
活
は
刺
激
に
満

ち
て
い
ま
す
。ま
た
、長
い
歴
史

を
持
ち
、落
ち
着
い
た
雰
囲
気

と
美
し
い
街
並
み
の
ラ
イ
デ
ン

で
の
生
活
は
勉
強
す
る
上
で
最

適
の
環
境
で
あ
り
、充
実
し
た

時
間
を
送
っ
て
い
ま
す
。

世界のキャンパス 留学生体験記

留
学生

のご
はん事情

右／オランダの文化
や社会についての
授業風景。
左／休日に友人と隣
町ハーグで食事。

世
界
か
ら
九
大
へ

  

九
大
か
ら
世
界
へ

日本と母国の違いを「すべてが違う。食や人との
付き合い方などどれをとっても何一つ同じもの
はない。違う国に来たというより、違う惑星に来
たような感じです！」と語る、兄のアラーさん。

Alaa M.R. Allahhamさん
（アラー・アラハム）（右）
生物資源環境科学府　修士２年生

「カズオ・イシグロが日本のことを書いた作品は、イギリス
人の視点で書かれているのか日本人の視点で書かれて
いるのか、ほかの日本人作家の作品と比べて探ってみた
い」と語る、妹のラヤさん。

Raya M.R. Allahhamさん
（ラヤ・アラハム）（左）
留学生センター　日本語研修生（2019年4月入学）

ライデン大学

出身国：パレスチナ

ここは、文系キャン
パスのカフェテリア。
パンやサラダ、温か
いスープなども食
べられます。
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語
版
）
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　SD
G
s

デ
ザ
イ
ン
ユ
ニ
ッ
ト

で
は
、令
和
元
年
度
新
事
業
と

し
て
、本
邦
初
と
な
るSD

G
s

デ
ザ
イ
ン
国
際
賞「S

D
G
s 

D
esig

n International 
D
esign A

w
ards 2019

」の
開

催
を
決
定
し
ま
し
た
。国
連
は
、

2
0
1
6
年
か
ら
2
0
3
0
年

ま
で
の
期
間
に
、世
界
規
模
で

進
行
す
る
貧
困
、飢
餓
、エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
、気
候
変
動
、環
境
保

全
、男
女
平
等
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
不

均
衡
解
決
等
の
諸
課
題
に
対
し

持
続
可
能
な
開
発
目
標
を
17
項

目
設
定
し
、国
連
加
盟
国
に
そ

の
目
標
達
成
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。SD

Gs

デ
ザ
イ
ン
ユ
ニ
ッ

ト
で
は
、こ
の
国
連
の
行
動
計

画（
ア
ジ
ェ
ン
ダ
）に
共
鳴
す

る
た
め
に
、デ
ザ
イ
ン
の
力
に

よ
っ
て
こ
れ
ら
の
課
題
に
挑
む

SD
G
s

デ
ザ
イ
ン
国
際
賞
を
設

立
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
社
会
を
変
革
で
き
る

デ
ザ
イ
ン
に
関
心
の
あ
る
世
界

中
の
学
生
を
対
象
に
、（
１
）「
自

然
災
害
に
よ
る
被
害
の
対
策
に

つ
な
が
る
デ
ザ
イ
ン
」（
２
）「
美

し
い
海
の
豊
か
さ
を
守
る
た

め
の
デ
ザ
イ
ン
」（
３
）「
民
族
、

国
籍
、年
齢
を
超
え
て
多
様
な

人
が
共
生
す
る
た
め
の
デ
ザ
イ

ン
」と
い
う
３
つ
の
募
集
テ
ー

マ
に
沿
う
デ
ザ
イ
ン
を
公
募

し
、そ
の
中
か
ら
優
れ
た
ア
イ

デ
ィ
ア
を
表
彰
し
ま
す
。こ
の

国
際
賞
を
通
し
て
、斬
新
な
デ

ザ
イ
ン
・
ア
イ
デ
ィ
ア
の
創
出

と
共
有
を
積
極
的
に
推
し
進
め

た
い
考
え
で
す
。

記者会見の様子

イベント当日の様子

記者会見の様子

芸
術
工
学
研
究
院 

教
授
　SDGs

デ
ザ
イ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
長

井
上 

滋
樹
　
い
の
う
え 

し
げ
き

井上滋樹
Mail:s-inoue@design.kyushu-u.ac.jp

デザインユニット長
からの一言

九
大
主
催
で
初
開
催
！

SD
G
s

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

世
界
の
学
生
か
ら
募
集

問い合わせ先

工
学
部
機
械
航
空
工
学
科
３
年

小
澤 

翼
　
お
ざ
わ 

つ
ば
さ

21
世
紀
プ
ロ
グ
ラ
ム
３
年

日
本
若
者
協
議
会
事
務
局
メ
ン
バ
ー

田
中 

迅
　
た
な
か 
じ
ん

私が日本若者協議会に参
加した理由は未来の研究者

の研究環境を向上させることに
あります。過剰に加熱した選択と集中

が進んだ今日の研究環境では自主的な
研究ができないと感じました。そして、この
問題は政治でしか解決できず、若者から
積極的に変えていくしかないと思い、九州
大学でこの催しを企画しました。学生の皆
さんにこの催しを通じて政治に関心をもっ
てもらえれば幸いです。

私たちはこの度、九州大学が
主催する「SDGs Design Interna-

tional　Awards　2019」を設立しまし
た。人類の課題にデザインで解決しようという
熱い思いを持った世界中の学生の皆さんの参
加をお待ちしています。令和元年度、SDGsデ
ザインユニットは事業２期目に突入します。前
年度の活動成果を踏まえ、今期もさらなる活動
の発展に向けまい進したいと思います。

日本若者協議会 事務局
TEL：代表理事（室橋：直通）
０８０-１２５７-９５７６

田中さんからの一言

こ
れ
か
ら
の
政
治
と
教
育
を
考
え
る
討
論
会
！！

﹁
君
は
九
州
か
ら

政
治
を
変
え
た
い
か
？
﹂

九
大
生
が
企
画

　
日
本
若
者
協
議
会
で
は
若
者

の
意
見
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る

仕
組
み
作
り
を
第
一
の
目
的
と

し
て
、平
成
27
年
よ
り
様
々
な

テ
ー
マ
で
各
政
党
に
対
す
る
政

策
提
言
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。そ
し
て
、令
和
元
年
５

月
21
日
（
火
）に
令
和
と
な
っ

て
初
の
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

第
一
弾
と
し
て
、九
州
地
方
で
は

初
開
催
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
「
君

は
九
州
か
ら
政
治
を
変
え
た
い

か
？
」を
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
の
椎

木
講
堂
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
現
在
、日
本
は
少
子
高
齢
化

や
格
差
社
会
な
ど
多
く
の
問
題

を
抱
え
て
お
り
、今
後
の
未
来

に
対
し
て
大
き
な
岐
路
の
上
に

立
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、多

く
の
団
体
や
個
人
が
政
治
に
対

し
て
幅
広
い
提
言
を
行
っ
て
い

ま
す
。し
か
し
、日
本
に
は
日
本

経
済
団
体
連
合
会
（
経
団
連
）

や
労
働
組
合
、日
本
弁
護
士
連

合
会
（
日
弁
連
）の
よ
う
に
経

済
や
労
働
、法
律
の
観
点
か
ら

提
言
を
行
う
団
体
は
あ
っ
て
も

若
者
の
観
点
か
ら
政
治
に
対

し
て
提
言
を
行
う
力
を
持
っ
た

団
体
は
存
在
し
ま
せ
ん
。こ
れ

は
若
者
が
政
治
に
対
し
て
関
心

を
持
た
ず
、問
題
意
識
を
持
っ

て
い
な
い
こ
と
が
最
大
の
原
因

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。で

は
、な
ぜ
政
治
に
関
心
を
持
っ

て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。そ

の
答
え
は
「
こ
れ
ま
で
教
育
を

受
け
る
中
で
政
治
に
つ
い
て
明

確
に
理
解
す
る
機
会
が
な
か
っ

た
か
ら
」で
す
。学
校
教
育
で
は

学
習
指
導
要
綱
や
教
育
基
本
法

に
よ
っ
て
政
治
に
関
し
て
は
中

立
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。そ
の
結
果
、授
業
で
は
理
論

で
の
政
治
や
そ
の
歴
史
に
し
か

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、日
本
若
者
協
議

会
の
役
割
は
若
者
に
今
の
政
治

を
伝
え
て
、そ
の
政
治
に
対
し

て
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を

育
て
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。今
回
の
イ
ベ
ン
ト
も

九
大
生
を
中
心
と
し
た
学
生
に

政
治
に
対
し
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
根

底
に
あ
り
ま
す
。

　
日
本
若
者
協
議
会
は
、九
州

だ
け
で
は
な
く
全
国
の
若
者
に

も
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
団
体
に
な
れ
る
よ

う
に
、こ
れ
か
ら
も
活
動
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、若

者
が
政
治
を
変
え
て
い
け
る
機

会
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

問い合わせ先

SD
G
s D
esign

International
Aw
ards

の
開
催
決
定

記者会見レポートKYUDAI         REPORTPress
 Conference

Informat ion
SDGs Design International Awards 公式サイト
https://www.sdgs.design.kyushu-u.ac.jp/awards/

　
九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工

学
研
究
院SD

G
s

デ
ザ
イ
ン
ユ

ニ
ッ
ト
は
、国
連
が
2
0
3
0

年
ま
で
の
達
成
を
目
指
し
て
掲

げ
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
に

対
し
て
、デ
ザ
イ
ン
の
領
域
か

ら
貢
献
す
る
組
織
と
し
て
平
成

30
年
４
月
に
設
立
さ
れ
、「
社
会

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」と
し
て

の
役
割
を
担
い
な
が
ら
、市
民
、

N
PO

、産
業
界
、海
外
の
大
学
、

国
際
機
関
等
と
連
携
し
、社
会

課
題
を
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
解

決
す
る
様
々
な
事
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
き

た
株
式
会
社
花
王
と
の
協
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
九
大×

花
王

SD
Gs

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
ラ

ボ
」
の
成
果
と
し
て
、
イ
ン
ド

に
お
け
る
衛
生
観
念
の
啓
発
・

衛
生
環
境
の
改
善
を
目
的
と
し

た
絵
本
『T

he Great Indian 
Cleaning M

ission!

』（
英

語

版
・
ヒ
ン
デ
ィ
語
版
・
マ
ラ

デ
ィ
語
版
）
を
、
平
成
31
年

3
月
に
イ
ン
ド
・
ム
ン
バ
イ

の
貧
困
地
域
に
あ
る
２
つ
の

初
等
学
校
（
ジ
ャ
ナ
タ
・
シ

ク
シ
ャ
ン
・
サ
ン
ス
タ
校
、

ビ
ワ
ン
デ
ィ
・
ニ
ザ
ン
プ
ー

ル
・
マ
ハ
ナ
ガ
ー
ル
パ
リ
カ

校
）
の
児
童
約
1
0
0
0
人
に

寄
贈
し
ま
し
た
。
詳
細
は
、
活

動
冊
子
『D

esign for SD
Gs 

2
0
1
9
』（
日
本
語
版
・
英

イ
ン
ド
衛
生
環
境
改
善
の

絵
本
を
寄
贈

九大で月に1度開催している記者会見で
プレス発表した取組を紹介します
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記者会見の様子

九大で月に1度開催している記者会見で
プレス発表した取組を紹介します 記者会見レポートKYUDAI         REPORTPress

 Conference

NSSOL lounge

記者会見の様子

開所式後の施設見学の様子テープカットの様子

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー

第
一
号
決
定
！！

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
︑

体
育
館
や

学
生
サ
ロ
ン
等
に

募
集
拡
大

シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
研
究
院
長

白
谷 

正
治
　
し
ら
た
に 

ま
さ
は
る

九
州
大
学
先
進
電
気
推
進
飛
行
体
研
究
セ
ン
タ
ー
長

シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
研
究
院
　
教
授

岩
熊 

成
卓
　
い
わ
く
ま 

ま
さ
た
か

　
九
州
大
学
と
日
鉄
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョン
ズ
株
式
会
社
（N

SSO
L

）

は
、平
成
31
年
３
月
20
日
（
水
）

に
九
州
大
学
初
と
な
る
大
学

施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

（
施
設
命
名
権
）
取
得
に
関
す

る
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
本
契
約
に
よ
り
、
平
成
31
年

4
月
か
ら
令
和
3
年
3
月
ま
で

の
期
間
、
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ

エ
ス
ト
2
号
館
2
階
に
あ
る
ガ

ラ
ス
貼
り
の
情
報
学
習
室
（
東
）

が
「N

SSO
L Lounge

」
と
呼

称
さ
れ
ま
す
。

　N
SSO
L Lounge

で
は
普

段
か
ら
学
生
が
自
習
室
と
し

て
利
用
し
て
い
る
他
、
友
人

や
教
職
員
と
の
交
流
や
、
勉

強
や
研
究
の
合
間
の
休
憩
室

と
し
て
も
利
用
し
て
お
り
、

九
州
大
学
とN

SSO
L

は
、

〝N
SSO
L Lounge

〞の
愛
称

名
が
多
く
の
学
生
に
親
し
ま

れ
て
定
着
す
る
よ
う
努
め
る

と
と
も
に
、
契
約
に
よ
る
収

入
に
よ
り
快
適
な
教
育
研
究

環
境
の
一
層
の
充
実
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ネーミングライツは、公募を経て本学の施設やス
ペースに愛称を設定することで、当該施設等及
び命名権者様の知名度の向上を図り、それによ
り本学及び地域の活性化に貢献することに加え、
民間事業者と連携の機会を促進するものです。是
非、九州大学と手を取り合い、世界に目を向け、学
生の未来と夢を育てる事業にお力添えをしてい
ただける方の参画を心よりお待ちしております。

（制度に関すること）
財務部財務企画課　TEL：０９２-８０２-２３３５
（パートナーの選定に関すること）
施設部施設企画課　TEL：０９２-８０２-２０４４

■今後予定しているネーミングライツ対象スペース

①総合体育館
②小体育館
③大講義室Ⅰ
④ウエスト1号館
⑤ウエスト4号館
⑥ウエスト5号館
体育館
体育館

伊 都

団地名（キャンパス名） 施設名 対象スペースの用途
体育室
アリーナ
学生サロン
情報学習室
情報学習室
情報学習室
体育室
体育室

安浦理事・副学長からの一言

九
州
大
学
初
と
な
る

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
！

〝NSSOL Lounge

〞に
つ
い
て

馬 出
塩原（大橋）

②アリーナの様子③学生サロンの様子

新幹線並みの高速移動が可能な空飛ぶ車
が実現すると、これまでのライフスタイルは
一変します。そのような新しい社会、イノーベ
ンションを目指し、先進電気推進飛行体研
究センターでは、航空機の電気推進化、空
飛ぶ車の研究開発を世界に先駆けて行い
ます。

先進電気推進飛行体研究センター
TEL：０９２-８０２-３８４５

センター長からの一言

先
進
電
気
推
進
飛
行
体

研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

「
先
進
電
気
推
進
飛
行
体
研
究
セ
ン
タ
ー
」開
所

〝
空
飛
ぶ
車
〟や

〝
電
動
航
空
機
〟の
開
発
へ
！！

　「
先
進
電
気
推
進
飛
行
体
研

究
セ
ン
タ
ー
」は
、平
成
31
年
４

月
に
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
研
究

院
附
属
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ

ま
し
た
。本
セ
ン
タ
ー
で
は
、航

空
機
の
電
気
推
進
化
と
空
飛
ぶ

車
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も

に
、こ
れ
ら
が
産
業
・
社
会
へ
与

え
る
波
及
効
果
の
見
え
る
化
と

新
規
産
業
創
生
の
推
進
・
普
及
、

こ
れ
ら
新
規
産
業
を
担
う
人
材

の
育
成
を
行
い
ま
す
。

　
近
年
の
地
球
環
境
保
全
の
社

会
的
ニ
ー
ズ
に
呼
応
し
て
航
空

機
の
低
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
（
有

害
物
質
の
低
排
出
化
）、高
効

率
化
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

ICA
O

（International Civil 
A
viation O

rganization

：
国

連
の
専
門
機
関
、1
9
0
カ
国

が
参
加
）で
は
、全
航
空
機
の

C
O
²
排
出
量
を
2
0
5
0
年

ま
で
に
2
0
0
5
年
の
半
分
に

す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
て
い

ま
す
。し
か
し
、現
行
の
ジ
ェ
ッ

ト
エ
ン
ジ
ン
は
、す
で
に
十
二

分
に
高
効
率
化
が
図
ら
れ
、技

術
的
に
は
飽
和
し
て
お
り
、さ

ら
な
る
高
効
率
化
の
た
め
に
は

新
た
な
技
術
革
新
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
最
有
力
候

補
が
電
気
推
進
化
で
す
。一
方
、

「
空
の
移
動
革
命
」を
う
た
い
、

昨
年
度
、経
済
産
業
省
、国
土
交

通
省
が
官
民
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、い
わ
ゆ
る
「
空
飛
ぶ
車
」の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し

た
。車
の
電
動
化
に
加
え
て
、現

状
の
二
次
元
移
動
体
か
ら
三
次

元
の
飛
行
体
と
し
て
高
度
な
革

新
技
術
を
施
し
、物
流
の
み
な

ら
ず
人
の
輸
送
も
オ
ー
ト
パ
イ

ロ
ッ
ト
で
行
わ
せ
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。空
飛
ぶ
車
の
実
現

は
、山
岳
地
帯
が
国
土
の
70
%

を
占
め
る
我
が
国
に
お
い
て
、

人
口
減
に
よ
る
道
路
・橋
梁
・ト

ン
ネ
ル
の
整
備
・補
修
に
充
て

る
予
算
確
保
の
問
題
や
、過
疎
・

限
界
集
落
等
の
社
会
問
題
を
一

気
に
解
決
す
る
と
と
も
に
、社
会

イ
ン
フ
ラ
の
み
な
ら
ず
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
一
変
さ
せ
る
可
能

性
を
秘
め
て
お
り
ま
す
。

　
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、世
界
で
九

州
大
学
の
み
が
も
つ
超
伝
導
技

術
を
基
盤
と
し
て
航
空
機
の
電

気
推
進
化
、空
飛
ぶ
車
の
開
発
を

行
い
ま
す
。技
術
の
革
新
性
は
、

航
空
機
、空
飛
ぶ
車
に
搭
載
可
能

な
、超
軽
量
で
高
出
力
を
同
時
に

可
能
と
す
る
超
伝
導
モ
ー
タ
と

発
電
機
の
組
み
合
わ
せ
で
す
。ま

た
、空
飛
ぶ
車
は
、三
次
元
の
高

速
移
動
と
な
る
た
め
、オ
ー
ト
パ

イ
ロ
ッ
ト
し
か
許
容
さ
れ
ず
、現

在
の
自
動
車
の
二
次
元
自
動
運

転
と
比
べ
て
複
雑
か
つ
高
度
な

通
信
・制
御
方
式
が
要
求
さ
れ

ま
す
。本
セ
ン
タ
ー
で
は
、A
I

を
含
め
た
新
規
の
大
規
模
三
次

元
運
行
制
御
シ
ス
テ
ム
の
開
発

も
行
い
ま
す
。

理
事・副
学
長
　

安
浦 

寛
人
　
や
す
う
ら 
ひ
ろ
と

　
さ
ら
な
る
取
り
組
み
と
し

て
、
今
後
は
、
伊
都
キ
ャ
ン

パ
ス
を
含
む
各
キ
ャ
ン
パ
ス

の
体
育
館
内
に
あ
る
ア
リ
ー

ナ
（
球
技
ス
ペ
ー
ス
）、ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
、
情
報
学
習
室
（
自

習
室
）
及
び
学
生
サ
ロ
ン
（
休

憩
室
）
に
つ
い
て
も
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
対
象
施
設
と
し

て
募
集
を
拡
大
し
て
い
く
予

定
で
す
。問い合わせ先

問い合わせ先

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
募
集
を
、

各
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
や

学
生
サ
ロ
ン
等
に
拡
大Informat ion

ネーミングライツについて（九州大学HP）
https://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/approach/naming
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九大関連のさまざまな話題を紹介します

2019年度開学記念式典を挙行

　本学は、5月11日を「本学記念日」とし、
例年、開学記念行事を開催しています。今
年は、2019年5月13日（月）に伊都キャン
パスの椎木講堂で開学記念式典を挙行
し、招待者や学内外の関係者約200名が
出席しました。
　式典では、久保総長から、本学の現状
や最近の取組の紹介があった後、本学に
多大な貢献をいただいた方への感謝状
の贈呈、名誉教授への称号記の授与、本
学基金による代表的な支援助成事業で
ある「山川賞」を受賞した学生2名の発表
を行いました。
　続く記念講演会では、大学院工学研
究院の安達千波矢教授から「革新的な
有機発光デバイスの誕生から大学発ベ
ンチャーへ　－無限に広がる新しい分子
設計への挑戦と新産業創出へ－」と題し
た講演があり、参加者は有機光エレクト

ロニクス研究センターでの画期的な発
光材料の創出についての興味深い話に
聞き入っていました。
　講演会終了後に日本ジョナサン・ＫＳ・
チョイ文化館で開催された懇談会では、
ジャグリング部によるパフォーマンスが披
露されるなど、盛会のうちに終了しました。

KYUDAI
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　なお、開学記念行事の一環として、各
キャンパスで１７の学内施設を公開し、一
般の皆様に対して本学の最先端の教育
研究内容を広く知っていただくためのイ
ベントも開催しました。

参加者による記念写真 来賓者と久保総長による植樹
（左から、久保総長、恩田様、江﨑様、寺岡様）

　このたび、岐阜県および盛和塾桜の
会の方より桜苗木をご寄贈いただきまし
た。これらの苗木は、国の天然記念物に
指定される推定樹齢1,500年を超えると
される岐阜県本巣市根尾谷の「淡墨
桜」、樹齢1,100年を超える高山市一之
宮町にある「臥龍桜」や推定樹齢450年
の高山市荘川町にある「荘川桜」と、樹
齢1,800年ともいわれる山梨県北杜市
武川町山高の「山高神代桜」です。
　これを受け、2019年4月15日（月）、伊
都キャンパスセンター2号館南側緑地で
「国および県指定天然記念物桜植樹式」
を挙行しました。ご来賓として、岐阜県よ
り桜苗木のご寄贈にご尽力いただきま
した盛和塾桜の会 寺岡直彦様、江﨑雅
教様、岐阜県議会議員 恩田佳幸様をお
招きし、本学からは久保総長をはじめと
する関係者約30名が出席しました。

　式典では、久保総長より「ご寄贈いた
だいた桜は樹齢が長く、100年、200年と
時を重ねるごとに大樹となり、学生・教職
員や地域の人々に活気を与え、キャンパ
スに潤いをもたらし続けてくれることを
祈念しています」との挨拶があり、その

後、来賓者および久保総長による桜の植
樹が行われました。学園通り線西側を中
心に植えられています。
　最後に、参加者全員で記念撮影を行
い、植樹式は盛会のうちに終了しました。

オンデマンド学内バス「aimo」出発式を実施

　2019年4月2日（火）、本学および株式会
社NTTドコモがセレモニーを行い、「AI運
行バス」の仕組みを活用したオンデマンド
学内バス「aimo（アイモ）」を全国で初めて
本格導入することを発表しました。
　セレモニーで久保総長は、本学が教
育・研究の場のみにとどまらず、これから
の社会における様々な課題を解決するた
めの実証実験の場として貢献していくこ
と、そしてaimoが本学の学生と教職員の
交通手段の1つとして機能するとともに、
交通の課題をかかえる全国各地におい
て、課題解決の一助となることへの期待
を述べました。
　なお、aimoの本格導入は、2016年7月

に本学と福岡市、NTTドコモら民間企業
によって設立したスマートモビリティ推進
コンソーシアムの一環として取り組んでき
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「国および県指定天然記念物 桜植樹式」を挙行
TOPICS
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日本初のみちびき（準天頂衛星システム）を利用した
案内ロボットで5Gを活用した実証実験を開始

　2019年3月19日（火）に、本学は株式
会社リビングロボット、ハウステンボス株
式会社、および株式会社NTTドコモ九
州支社との共同による、みちびき（準天
頂衛星システム）を利用した案内ロボッ
トで、第5世代移動通信方式（5G）を用い
た実証実験を伊都キャンパスで実施しま
した。
　本学とリビングロボットが開発したこ
の案内ロボットは、みちびきのセンチメー
タ級測位補強サービスCLASを利用した

日本初となる屋外サービスロボットです。
本実証実験では、案内ロボットサービス
提供に必要な遠隔監視や、ロボットに搭
載した全方位4Kカメラによる映像の取
得とロボットの遠隔制御を、5Gを通じて
実現しました。
　また、全周レーザーセンサーを搭載し
た車いすロボットは、レーザーセンサー
で取得した大量の点群データを5Gで遠
隔にあるPCに送信し、高速に処理され
たデータを使って車いすロボットを誘導

TOPICS
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します。これにより、テーマパークといっ
た広大な園内や街中の案内や巡回監視
の自動化、遠隔地から街中を自由に散
策できる分身ロボット、移動困難者に対
する自動運転パーソナルモビリティビー
クル（1人乗りコンパクト移動支援機器）
としての利用が期待できます。
　本実証実験を通じて得られた結果をも
とに、ロボットの改善を図り、今後はハウ
ステンボスでの実証実験を開始する予定
です。

た成果であり、本学が実証実験キャンパ
スを宣言して以降、本格的な社会実装事
例の第1号です。

記者会見の様子（左から安浦理事・副学長、川内康裕株式会社リビングロボット代表取締役、山﨑
拓株式会社NTTドコモ執行役員九州支社長、高田孝太郎ハウステンボス株式会社広報責任者）

セレモニーの様子（左か
ら光山裕朗福岡副市長、
NTTドコモ吉澤和弘社
長、久保千春総長、安浦
寛人理事・副学長）

みちびき（準天頂衛星システム）を利用した
案内ロボットによる園内案内実験

5Gを用いた全周レーザーセンサーによる
車いすロボットの誘導実験

式典で挨拶をする久保総長 安達千波矢教授による記念講演の様子
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九大関連のさまざまな話題を紹介します
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都甲潔五感応用デバイス研究開発センター特任教授佐々木一成水素エネルギー国際研究センター長 原田義昭環境大臣（右）と佐々木一成センター長（左）

「先生の森特別編～出張講座～」を文部科学省にて開催

　2019年2月15日（金）から3月25日（月）
の間、文部科学省新庁舎2階エントランス
で開催していました本学企画展示「未来
の社会がここにある～九州大学の魅力
～」に関連するイベント「先生の森特別編
～出張講座～」を3月12日（火）に文部科
学省旧館１Fラウンジで開講しました。
　講座前半は、水素エネルギー国際研究
センターの佐々木一成センター長が『燃

科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
、理
解
増
進
等
に
お
い
て
顕
著

な
成
果
を
収
め
た
者
に
つ
い
て
、そ
の
功
績
を
讃
え
る
こ
と
に

よ
り
科
学
技
術
に
携
わ
る
者
の
意
欲
の
向
上
を
図
り
、も
っ
て

我
が
国
の
科
学
技
術
水
準
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

やさないエネルギーで世界を変える！！』
と題し、脱炭素社会に向けた水素エネル
ギーの現状と将来展望について福岡およ
び本学における事例を紹介しつつ講演し
ました。
　後半は五感応用デバイス研究開発セ
ンターの都甲潔特任教授が「『味と匂いの
見える化』で新しい世界を創造する！」と題
し、センターのオンリーワン、ナンバーワン
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の技術である味覚センサや、身の回りの
匂いや呼気を検知し、快適さや病気を判
定する最新の匂いセンサについて講演し
ました。
　講座には原田義昭環境大臣や、本学前
総長の有川節夫放送大学学園理事長を
はじめ東京同窓会の皆さまなど、約70人
にご参加いただき、盛会のうちに終了し
ました。

OPERAの安達センター長、外国人研究者も交えて記念撮影

福岡県主催のインダストリアルツアーで本学を視察

　2019年3月7日（木）、福岡県主催のイン
ダストリアルツアーが開催され、小川洋知
事、ベトナム社会主義共和国、中華人民共
和国、オーストラリア、大韓民国、タイ王国
の総領事、アメリカ合衆国の首席領事、国
際連合人間居住計画（ハビタット）福岡本
部長の方々が本学伊都キャンパスを視察
されました。
　これは、福岡県と本学が連携して取り組
んでいる、水素エネルギーや有機光エレ

クトロニクスなどの最先端技術について、
海外の方々の理解を深めていただくこと
を目的として開催されたものです。
　本学のツアーでは、伊都キャンパスの
日本ジョナサン・KS・チョイ文化館で久保
千春総長から挨拶を行った後、水素エネ
ルギー国際研究センター、最先端有機光
エレクトロニクス研究センター（OPERA)
を視察されました。
　また視察後には、椎木講堂で糸島市
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佐々木水素エネルギー国際研究センター長から説明
を受けるインダストリアルツアー参加の方々

の月形市長、本学からは安浦寛人理事・
副学長や、水素エネルギー国際研究セン
ター長である佐々木一成副学長が出席し
て意見交換会が行われました。その中で
小川知事は、「この地域のさまざまな魅力
と人々のエネルギーを感じ取っていただ
き、皆さまのお国の一人でも多くの方に
本県の魅力をぜひお伝えください」とア
ピールされていました。
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　課外活動支援を受け、練習時に使用する固定ローラー、三本ローラー、女子部員が使用で
きる女性用ロードバイク、大会時に荷物保管や着替え用としてテントを購入いただきました。今
回のご支援により部員の練習の質を大きく向上させることができました。部員一同、心より感
謝申し上げます。　
　当部は、昨今の個々の成績向上に伴い部員が男女共に著しく増加し、現在総勢54名で活動
しています。部員増加により練習器具が不足し、特に雨期や冬季でロードバイクを漕ぐに危険
な日にも行うことができる固定ローラーや、三本ローラーを使った屋内トレーニングでは、満
足に練習ができない状況にありました。また、トライアスロンは費用の掛かるスポーツであるた
め、新入生には部が所有するロードバイクを貸し出しておりましたが、女子部員の増加に伴っ
て女子が乗れる小型のロードバイクが不足し問題となっていました。今回の支援で新たに備品
を購入していただいたことで、部員の練習の幅も広がり、活動環境が大きく改善されました。
　もうすぐ大会シーズンに入り、全国各地への練習も増えてまいります。各々の目標達成はもち
ろんのこと、チーム全体としての目標も達成するべく、部員一同さらなる飛躍に向けて活動に
熱を上げております。
　最後になりましたが、このたびの支援助成について重ねてお礼を申し上げますとともに、当
部はこれからも日々活動に邁進していく所存ですので、今後ともご支援ご鞭撻のほど、よろし
くお願い申し上げます。

女性用ロードバイク（一番奥）、
固定ローラーを使った練習風景

長崎西海トライアスロンで、
学生の部（女子）で入賞した当部員3名

課外活動支援 採択者の声

理学部同窓会では毎年4年生の成績上位者を表彰しております。詳
細は下記ウェブサイトをご覧下さい。また、今年度は同窓会名簿第28
号の発行を予定しております。より正確な名簿の作成ができますよう登
録情報確認カードのご返信にご協力をどうぞよろしくお願い致します。
http://alumni.sci.kyushu-u.ac.jp/

医学部同窓会では年4回、会誌「学士鍋」を発行し、6月と
12月に代議員会、6月に総会を開催しています。また、卒業
式に引き続いて同窓会入会歓迎会「学士鍋」を開催し、教
員・同窓生で盛大に卒業を祝っています。

同窓会員として歯学部同窓会主催の講演会やセミナーへ
の参加をお待ちしております。詳細はホームページでご確認
ください。
http://kyudai-dent-doso.com/

薬友会は、多数の地方支部を持つ薬学部同窓会の貴重
な情報交換の場です。また、会員のみ利用可能な薬友会
ホームページは、懐かしい再会や新しい出会いの場として
利用されています。是非、薬友会にご入会ください。

　九州大学同窓会連合会は、部局別同窓会と地域別同窓会の連合体組織として、同窓会の横断的な活動や
組織作りを支援し、同窓生相互の交流と親睦を深めるとともに、九州大学と同窓生の情報交換や連携協力を
緊密にし、九州大学の発展と学術の振興に貢献することを目的として活動しています。

九大会員の皆様へ ～特典のご案内～

九州大学基金・
九大会員に関する
お問い合わせはこちら

同窓会の開催情報はこちらへ！

九州大学基金Webサイト

https://kikin.kyushu-u.ac.jp/

九州大学総務部同窓生・基金課
〒819-0395 福岡市西区元岡744　TEL:092-802-2150
E-mail：k-kikin@jimu.kyushu-u.ac.jp

九州大学同窓会連合会ウェブサイト
http://doso-rengo.jimu.kyushu-u.ac.jp/

会員同窓会からのお知らせ

九州国立博物館
Webサイト　https://www.kyuhaku.jp/

文化交流展示室（平常展）観覧料：
九大会員（大　人）料金  350円［通常料金 430円］
九大会員（大学生）料金  100円［通常料金 130円］

会員特典

レストランまたはカフェご利用時にご飲食代金から10％オフ
九大会員本人を含む5名までご利用可

会員特典

※窓口で九大会員証を提示し、特典を利用する旨を申し出てください。
※九大会員で大学生は、九大会員証と学生証を一緒に提示し、特典を利用する旨を申し出てください。

特典有効範囲

特典有効範囲

会員特典

特典有効範囲

九大会員本人

だざいふ遊園地
Webサイト　http://www.dazaifuyuuenchi.com/

各特典については、ご利用条件などをご確認の上ご利用ください。このほかにも多くの特典をご用意していますので、ぜひご入会いただきますようお願い申し上げます。

入園料（個人料金）から100円引き
九大会員本人を含む5名までご利用可

※会計時に九大会員証を提示し、特典を利用する旨を申し出てください。
※身障者、一般団体及び学校団体の入園料からは特典適応外。

レストラン グリーンハウス ［九州国立博物館隣接］
Webサイト
http://www.kys-newotani.co.jp/hakata/restaurant/branch-shop/

※会計時に九大会員証を提示し、特典を利用する旨を申し出てください。

ご注意事項

ご注意事項

ご注意事項

検  索九州大学基金

検  索九州大学同窓会連合会

同窓会に行こう

理学部同窓会
〈連絡先〉 事務局　酒井淑子
Tel: 092-802-4034　Fax: 092-802-4034
Email: ridousou@sci.kyushu-u.ac.jp

〈連絡先〉 事務局　前山俊治
Tel: 092-642-6893　Fax: 092-642-6258
Email: dosokai@doso.med.kyushu-u.ac.jp 

〈連絡先〉 事務局　五藤
Tel: 092-642-6245　Fax: 092-642-6245
Email: dousojim@dent.kyushu-u.ac.jp

〈連絡先〉 薬学研究院薬物動態学分野　廣田豪　
Tel: 092-642-6658　Fax: 092-642-6660
Email: yakuyu@phar.kyushu-u.ac.jp

医学部同窓会

歯学部同窓会 薬学部同窓会（薬友会）

九州大学アカデミックフェスティバル 2019

将来の夢を切り拓く“高大連携”

2019年10月19日（土）開催！ 〒819-0395 福岡市西区元岡744
伊都キャンパス椎木講堂等　

会 場

URL：https://kikin.kyushu-u.ac.jp/academic_festival/ 検  索九州大学アカデミックフェスティバル

お問合せ

九州大学の
“今”が
よくわかる
トークショー

担当：学務部学務企画課企画調査係
TEL：092-802-5811

担当：総務部同窓生・基金課同窓生連携係
TEL：092-802-2158

「福岡はすごい」著者の
牧野洋さん（フリーラン
スジャーナリスト兼翻訳
家）も登壇！

※各イベントの内容は随時変更されることがありますので、ご了承ください。

「世界に羽ばたく高校生の成果発表会」

お問合せ

トライアスロン部 （平成30年度採択）
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Curculionoidea 「森本桂コレクションと
 ゾウムシ学」

　ゾ
ウ
ム
シ
と
は
甲
虫
の
一
群
で
、
世
界

に
10
万
種
近
く
が
知
ら
れ
て
い
て
、
ま
だ

ま
だ
多
数
の
名
も
な
き
種
が
残
さ
れ
て
い

る
動
物
界
最
大
の
分
類
群
の
一
つ
で
す
。

一
部
は
深
刻
な
害
虫
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
多
く
の
種
は
植
物
を
食
べ
、

森
林
生
態
系
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　森
本
先
生
は
日
本
産
種
の
種
名
が
ほ
と

ん
ど
わ
か
ら
な
い
時
代
か
ら
、
長
年
ゾ
ウ

ム
シ
の
分
類
学
的
研
究
を
進
め
て
こ
ら

れ
、
7
0
0
以
上
の
新
種
を
発
表
す
る
と

と
も
に
、
日
本
産
種
の
大
部
分
を
明
ら
か

に
さ
れ
ま
し
た
。
森
本
先
生
の
研
究
は
そ

れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ゾ
ウ
ム
シ
の
進

化
に
関
す
る
研
究
や
そ
の
他
の
害
虫
に
関

す
る
も
の
に
も
お
よ
び
、
そ
の
論
文
は
世

界
中
の
研
究
者
に
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
州
大
学
退
官
後
も
研
究
を
続
け
ら
れ
、

近
い
う
ち
に
最
難
関
と
さ
れ
る
キ
ク
イ
ゾ

ウ
ム
シ
類
の
大
論
文
を
発
表
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　1
9
3
8
年
に
高
知
県
で
生
ま
れ
た
森

本
先
生
は
、
九
州
大
学
進
学
直
後
か
ら
ゾ

ウ
ム
シ
の
全
般
の
研
究
を
行
う
と
決
心
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
際
、
農
学
部
昆
虫
学

教
室
初
代
教
授
の
江
崎
悌
三
博
士
か
ら

は
、
あ
ま
り
に
壮
大
な
夢
だ
と
一
笑
に
付

さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
上
述
の
と

お
り
、
森
本
先
生
は
そ
の
夢
を
現
実
の
も

の
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
困
難
さ
と
偉
大

な
業
績
は
、
小
文
で
は
到
底
説
明
で
き
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
当
館
に

移
管
・
寄
贈
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

　分
類
学
の
研
究
に
必
要
な
も
の
は
文
献
と
標
本
で

す
。
し
か
し
、
森
本
先
生
が
研
究
を
始
め
た
当
初
は
、

日
本
に
は
ゾ
ウ
ム
シ
の
文
献
も
標
本
も
ほ
と
ん
ど
な

い
う
え
に
、
外
国
の
文
献
を
集
め
る
こ
と
は
至
難
で

し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
先
輩
研
究
者
か
ら

書
籍
を
借
り
た
り
、
私
財
を
投
じ
て
購
入
し
た
り
し
、

血
の
滲
む
よ
う
な
思
い
で
文
献
を
収
集
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
標
本
は
自
ら
全
国
を
ま
わ
っ
て
採
集
し
、
同

時
に
多
く
の
昆
虫
収
集
家
の
手
を
借
り
て
、
集
め
ら

れ
ま
し
た
。
結
果
、
標
本
に
関
し
て
は
総
数
25
万
、

文
献
と
も
ど
も
東
洋
一
の
ゾ
ウ
ム
シ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
築
か
れ
た
の
で
す
。

　数
年
前
に
病
に
倒
れ
ら
れ
ま
し
た
が
、
な
お
も
研

究
を
諦
め
な
い
そ
の
ご
姿
勢
に
は
、
た
だ
た
だ
頭
が

下
が
る
ば
か
り
で
す
。
そ
し
て
こ
の
ご
時
世
で
す
。

お
金
に
な
る
研
究
や
目
立
つ
研
究
者
ば
か
り
が
も
て

は
や
さ
れ
、
森
本
先
生
と
そ
の
ご
研
究
の
よ
う
な
も

の
は
、
な
か
な
か
日
の
目
を
見
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、

世
界
中
の
博
物
館
が
欲
し
が
っ
て
や
ま
な
い
東
洋
一

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
、
日
本
で
は
一
顧
だ
に
さ
れ
ま

せ
ん
。
本
当
に
立
派
な
研
究
者
と
は
ど
う
い
う
人
だ

ろ
う
か
。
本
当
に
大
切
な
モ
ノ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
く
、
本
展
示
を

企
画
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
丸
山
宗
利
）

：2019年4月15日～8月30日
：箱崎キャンパス旧工学部本館3階常設展示室
：平日10時～17時
：博物館事務室  092‒642‒4252

■
■
■
■

展 示 期 間
場 所
時 間
お問い合わせ先

シロカレキゾウムシ

展示の様子

シロウズキクイサビゾウムシ

九州大学総合研究博物館で
は、2019年4月15日から8月30
日まで、森本桂先生（九州大
学名誉教授）のゾウムシ類の
研究に焦点をあてた「森本桂
コレクションとゾウムシ学」展
を開催しています。

九州大学総合研究博物館［ミュージアムレポート］

キ
ャッ
チ
コ
ピ
ー

九
州
大
学

キ
ャッ
チ
コ
ピ
ー

大
募
集
！

在学生・卒業生・教員・職員

最優秀作品（副賞：ノートパソコン+商品券1万円分/1名）
優秀作品（副賞：スマートウォッチ+商品券3千円分/2～3名）

2005年から始まった移転事業が完了。
「常に未来の課題に挑戦する大学」として進化し続ける
九州大学のブランドイメージをアピールし、
国際的な認知度を高めるため、
九州大学のキャッチコピーを募集します！

特設webサイト（https://catchcopy.kyushu-u.ac.jp）から応募ください。

※賞品は変更になることがあります。

※個人・グループ不問。ただし連絡を迅速に取れる方に限る。

各　　賞

応募方法

応募資格

募集期間

2019年6月13日　～7月26日木 金

29K Y U S H U  U N I V E R S I T Y  C A M P U S  M A G A Z I N E  2 0 19. 0 730 K Y U S H U  U N I V E R S I T Y  C A M P U S  M A G A Z I N E  2 0 19. 0 7


